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独 居 女性 高齢者 の 生 活機能 と主観 的幸福 感の 関連 に つ い て

○西 川秋子 小石 真子 上 仲久 （明治 国際医療大 学看護学部）

目的

　A 地区 ミニ デイサ ービ ス 事業 「い きい き

サ ロ ン 」に参加してい る独居 女性 高齢者の

生 活機 能 と主観的幸福感に つ い て 調査し、

今後の ミニ デイサ
ー

ビ ス 事業の 内容を検

討する資料とす る。

方法

1，対象者

　A 地 区ミニ デイサ ービ ス 「い きい きサ ロ

ン 」に参加 する独居女性 高齢者 、19名 。

2．デー
タ収集方法

　 自記式質 問紙 （「基本チ ェ ックリス ト」及

び 「改訂 PGC モ ラ
ー

ル ス ケール 」）を配布

し、そ の 場で記 入 ・回収した。

3．調査 内容

1）対 象者の 背景

年齢 、
「い きい きサロ ン 」参加歴 に つ い て

調査 した。

2）生 活機能

　高齢者の 生活機能を評価し、要介護 状

態となるリス クがある二 次予防事業対象者

を判 定することを 目的に厚生労働省で 作
成され た 「基本チ ェ ックリス ト」を用 い た 。 全

25 項 目あり、それぞれ 「手 段 的 日常生 活

行動」（1〜 5）、「運 動機能」（6 〜 10）、
「栄

養」（11，12）、「口腔機能」（13〜 15）、「閉

じこもり」（16，
17）、

「認知機能」（18〜 20）
を評価する 。

「生 活機能全般 」に つ い て は

1〜20 の 合計を用 い る。

3）主観 的幸福感

「改訂 PGC モ ラ
ー

ル ス ケ
ー

ル （以下 PG
C ）」を用 い た 。 PGC は Lawton が開発 し

たQOL 尺度で 、 質問 に対 して 積極的な回

答をした 場合に 1 点が加 わり、 全 17 項 目

ある 。 点数が高い ほど主観的幸福感は高
い

。
「心理 的安定」（4，7，

12
，
13

， 16，17）、
「孤独」（3 ，

5
，
9

， 11， 14
，
15）、

「老い に対

する態 度」（1，
2

， 6， 8， 10）の 3因子か らな

る。

3．分析方法

統計ソフ トPASW 　 Statisticsユ8 を用

い て 、 統計的検 討を行 っ た。 相 関分析に

つ い て は Spearman の 順位相関係数 （r、）

を求めた 。 有意水 準は p 〈 O．05 とした 。

4．倫理 的配 慮

　研 究 目的と方法 に つ い て 、 明治国際 医

療大学研究倫理 審査委員会の 承認を得

た 。 対象者に対して研 究の 趣 旨 、 研究 協

力へ の 自由意思の 尊重、協力の 拒否や

撤回 による不 利益 はない こと、匿名性 と個

人情報の 守秘等に つ い て 、 紙 面と口頭で

説 明し承諾を得た 。

結果

1．対象者の 背 景

　対象者 19名 は全員女性 、平均年齢

86．6± 5．0 歳であっ た 。 サ ロ ン の 参加歴 は

6．4 年（1〜 13）年 で あっ た 。

2．生活機能

1）二 次予防事業対象の 該当者

　本調査 の 対象者 19名 にお い て 、要介

護状態リス クが 高い 二 次予 防事業対象者

と認 められ る者 （以後 、該 当者とする）は生

活機 能全般 」で 2名 （10．5％）、「運動機
能」で の 該当者 は 9名 （47．4％）、「栄養」で

の 該 当者 は 3名 （15．8％）、
「口 腔機能」で

の 該 当者は 2名 （10．5％）で あっ た （表 1）。

2）「抑うつ 」の 状 況に つ い て

　今回の 調査 で 、なんらかの 二 次予 防事

業対象者として該当した者は 19 名 中 10

名 （53．0％）あっ た 。 この IO名 は全て 「抑う

つ 」で の 支援対象者 に該 当してい た 。

　二 次予 防事業対 象とならなか っ た 9 名

にお い ても「抑うつ 」傾 向の みられた者は

6 名あり、 調査対象者 19名中 16名 （84．

6％）が 「抑うつ 」傾向を示 して い た 。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



JAPAN HEALTH MEDICINE ASSOCIATION

NII-Electronic Library Service

JAPAN 　 HEALTH 　MED 工C 工NE 　ASSOC 工AT 工ON

表・ 二 次予防事業対象者聾 鷲
生 活機能全般の 低下20項巨（No．1〜 20〕
の うち10項 ∈以 上 に 該当

2

運動機能低 下 （No6 〜IO）の 6項 巨の うち

3項 巨以 上 に 該 当
9

栄養状態低 下 （No11．12）の 2項 巨の うち

2項 巨以上 に該 当
3

ロ 腔機能低 下 （No 】3〜15）の3項 巨の うち

2項 巨以上 に 該当
2

上 記 の い ずれ か に 該 当する考 ヨo

3 ．PGC による主観的幸福感

1）PGC 得点

対象者 19名の PGC 得点は 11．1± 2．7

（3〜 17）点で あっ た 。

2）因子 別の 状況

　 （1）心理 的安定

　対象者 19 名の 「心 理的安定」得点 （6

点満 点）は、4．4± 1．3（2〜 6）点であ っ た、

　 （2）孤独

　対 象者 19名の 「孤独」得 点 （6 点満点）

は 、
3．9 ± 1．5 （0〜6）点で あ っ た 。

　 （3）老い に対 する態 度

　対 象者 19名の 「老い に対する態度」得

点 （5点満 点）は 、2．7± 1．3（0〜 5）点であ

っ た。

4．生活機能 と主観 的幸福感との 関連に

つ い て

　基本 チ ェ ックリス トでの 生活機 能 と主観

的幸福感の 関連 、 及び 主観 的幸福感3因

子 との 関連 に つ い て 分析 した 。

1）「生活機能 全般 」と「主観的幸福感」の

関連

　「生活機能全般」と主観的 幸福感 の 「孤

独」因子の 間に、有意な負の 相関が あっ

た （rs＝ − O．646 ，
　p＝ 0．Ol）。

2）「運動機能」と「主観的幸福感 」の 関連

　 「運 動機能」と主観 的幸福感 の 「孤独」

因子 の 間に、有意な負の 相関があっ た （rs

＝ − 0．601
， p＝0．01）。

3）「栄養 」と「主観 的幸福感」の 関連

　「栄養 」と「主観的幸福感」の 問に は有

意な関連はなか っ たが 、
「栄養」と主観 的

幸福感の 「孤独」因子 の 間に 、有意 な負 の

相 関があっ た （r，
＝− 0．534，p＝0．05）。

4）「口腔機能」と「主観的幸福感 」の 関連

　 「口 腔機 能」と主観 的幸福感の 「孤独」

因子 の 間に、有意な負の 相 関があ っ た （rs

＝ − O．606 ， p ＝ 0．01）。 また 、
「口腔機能」と

主観的幸福感 の 「老い に対する態度 」の

問に、有意な負の 相 関があっ た （rs＝
− 0．6

56 ， p＝ O．01）0

5）「認 知機 能」と「主観 的幸福感」の 関連

　 「認知機能」と「主観的幸福感」の 間に

は 、有意な関連 はなか っ た 。 主観的幸福

感 3因子の 関連 につ い ても、 有意な関連

は み られなか っ た．

6）「抑うつ 」と「主観 的幸福感」の 関連

　 「抑うっ 」と主観的幸福感の 「老い に対

する態度」因子の 間 に 、 有意な負の 相関

があ っ た （rs＝ − 0．573 ，
　p＝ O．05）。

考察

　本 調査 では 「抑 うつ 」が ある者が 19名

中 16名 （84．6％）あ っ たことは注 目する点

である。
「抑うつ 」と「老い に対する態度」が

関連してい ることか ら、「抑うつ 」状 態が老

い に対して否 定的な態度を生 じさせ てい

ると考えられる。

　 「運動機能 」「栄養 」「口 腔機能」の 低下

は 主 観的 幸福 感 の 「孤独 」と関連して お り、

身体機 能 の 低下が 生活機能を低 下 させ 、

高齢 者を他者と交流の 少 ない 孤独傾向 に

向か わせ てい ると考えられる。

また 、
「抑うつ 」と「運 動機能」との 問に有

意な相 関があり（rs＝ − O．456 ，
　p＝ 0．05）、運

動機 能低 下が 抑うつ 傾向を生じさせ 、 さら

に抑うつ 傾 向による不 活 発性 が運 動機 能

を低下 させ る悪循環が 生 じて い ると考えら

れ る。

こ の ことか ら、サ ロ ン にお い て は身体機

能 の 維持を積極的 に行 い
、 高齢者の 交流

の 場として活用 し、孤独感や抑うっ 状態を

軽減する必 要があることが 示唆された 。
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